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「
欠
損
金
額
（
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
欠
損
金
額

等
（
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
」
と
、「
損
金
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
損
金
の
額
又
は
個
別
帰
属
損
金

額
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
欠
損
金
額
」
と
あ
る
の

は
「
欠
損
金
額
等
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
一
項

の
規
定
は
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
第
二

十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

第
一
項
の
規
定
は
」
と
、「
欠
損
金
額
（
第
二
項
又
は

第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額
（
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
項
」と
、

「
内
国
法
人
の
欠
損
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
国
法

人
の
個
別
欠
損
金
額
」
と
、「
第
一
項
の
規
定
を
」
と

あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
第
一
項
の
規
定
を
」
と
、「
第
二
項
の
合
併
等

事
業
年
度
又
は
第
五
項
の
最
終
の
連
結
事
業
年
度
終

了
の
日
の
翌
日
の
属
す
る
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
項
の
合
併
等
事
業
年
度
」
と
、
同
法
第
五
十

七
条
の
二
第
一
項
中
「
生
じ
た
欠
損
金
額
」
と
あ
る

の
は
「
生
じ
た
個
別
欠
損
金
額
等
」
と
、「
前
条
第
二

項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
内
国
法
人
の
欠

損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
同

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額
（
地
方

税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

内
国
法
人
の
個
別
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を

含
む
。）又
は
欠
損
金
額
（
同
令
第
二
十
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
内
国
法
人
の
個
別
欠
損
金
額
と
み

な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）を
い
い
、
同
令
第
二
十
条

の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
条

第
一
項
」
と
、「
内
国
法
人
の
う
ち
各
連
結
事
業
年
度

の
連
結
所
得
に
対
す
る
法
人
税
を
課
さ
れ
る
最
終
の

連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
第
八
十
一
条
の

十
第
一
項
（
特
定
株
主
等
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
た
欠

損
等
連
結
法
人
の
連
結
欠
損
金
の
繰
越
し
の
不
適

用
）
に
規
定
す
る
欠
損
等
連
結
法
人
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
欠
損
等
連
結
法
人
」
と
い
う
。）で
あ
つ

２

法
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
本
文
の
規
定
に

よ
つ
て
連
結
申
告
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ

る
各
事
業
年
度
の
所
得
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
法
人
税
法
第
五
十
七
条
第
一
項
中「
欠
損
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額
」
と
、「
こ
の
項
」
と

あ
る
の
は
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
三
項
に
規

定
す
る
個
別
欠
損
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
に
お

い
て
同
じ
。）（
こ
の
項
」
と
、「
損
金
の
額
に
算
入
さ

れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
損
金
の
額
又
は
個
別
帰
属
損

金
額
（
第
八
十
一
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
個

別
帰
属
損
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
同

じ
。）に
算
入
さ
れ
た
」
と
、「
、
損
金
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
、
個
別
帰
属
損
金
額
」
と
、「
第
五
十
八
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
二
十
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
十
八
条

第
一
項
」
と
、「
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
」
と
あ
る

の
は
「
個
別
帰
属
損
金
額
に
算
入
さ
れ
る
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
欠
損
金
額
（
当
該
被
合
併
法
人
等
が

当
該
欠
損
金
額
（
こ
の
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
被
合
併
法
人
等
の
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た

も
の
を
含
み
、
第
四
項
又
は
第
八
項
」
と
あ
る
の
は

「
未
処
理
欠
損
金
額
等
（
当
該
被
合
併
法
人
等
が
欠

損
金
額
等
（
欠
損
金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
被
合
併
法
人
等
の
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
被
合
併
法
人
等

欠
損
金
額
」
と
い
う
。）又
は
個
別
欠
損
金
額
（
こ
の

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
合
併
法
人
等
の
個
別
欠
損

金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て「
被
合
併
法
人
等
個
別
欠
損
金
額
」と
い
う
。）

を
い
い
、
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
項
」
と
、「
次

項
及
び
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
目
」と
、

「
欠
損
金
額
に
限
る
も
の
と
し
、
前
項
」
と
あ
る
の

は
「
欠
損
金
額
等
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
、「
損
金
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
損
金
の
額
又
は
個
別
帰
属
損
金
額
」と
、「
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
未
処
理
欠
損
金
額
」
と
い

う
」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
」
と
、「
前
項
の
規
定
の
適
用
」
と
あ

る
の
は
「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
の
規
定
の
適
用
」
と
、「
未

処
理
欠
損
金
額
（
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
未
処
理
欠

損
金
額
等
（
当
該
」
と
、「
当
該
未
処
理
欠
損
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
当
該
未
処
理
欠
損
金
額
等
」
と
、「
金

額
）」と
あ
る
の
は
「
金
額
）（
被
合
併
法
人
等
欠
損
金

額
に
限
る
。）」と
、「
未
処
理
欠
損
金
額
に
あ
つ
て
は
」

と
あ
る
の
は
「
未
処
理
欠
損
金
額
等
（
被
合
併
法
人

等
欠
損
金
額
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
」
と
、「
生
じ
た

欠
損
金
額
と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
「
生
じ
た
個
別

欠
損
金
額
と
み
な
し
、
当
該
前
七
年
内
事
業
年
度
に

お
い
て
生
じ
た
未
処
理
欠
損
金
額
等
（
被
合
併
法
人

等
個
別
欠
損
金
額
に
限
る
。）は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
未

処
理
欠
損
金
額
等
の
生
じ
た
前
七
年
内
事
業
年
度
開

始
の
日
の
属
す
る
当
該
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度

（
当
該
内
国
法
人
の
合
併
等
事
業
年
度
開
始
の
日
以

後
に
開
始
し
た
当
該
被
合
併
法
人
等
の
当
該
前
七
年

内
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
未
処
理
欠
損
金
額
等

（
被
合
併
法
人
等
個
別
欠
損
金
額
に
限
る
。）に
あ
つ

て
は
、
当
該
合
併
等
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
）
に

お
い
て
生
じ
た
個
別
欠
損
金
額
と
み
な
す
」
と
、
同

条
第
三
項
中
「
と
い
う
。）の
前
項
に
」
と
あ
る
の
は

「
と
い
う
。）の
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
に
」と
、

「
未
処
理
欠
損
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
未
処
理
欠
損

金
額
等
」
と
、「
掲
げ
る
欠
損
金
額
」と
あ
る
の
は「
掲

げ
る
欠
損
金
額
等
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
欠
損
金

額
」
と
あ
る
の
は
「
欠
損
金
額
等
」
と
、「
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
」と
、

「
損
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
損
金
の
額
又
は
個
別

帰
属
損
金
額
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
欠
損
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
欠
損
金
額
等
」
と
、
同
条
第
四
項
中

「
第
一
項
の
規
定
の
適
用
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税

法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
の
規
定
の
適
用
」
と
、「
欠
損

金
額
（
第
二
項
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
内
国

法
人
の
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
こ

の
項
又
は
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額

（
欠
損
金
額
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
内
国
法
人
の

個
別
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）又
は

個
別
欠
損
金
額
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
内
国
法
人

の
個
別
欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）を

い
い
、
こ
の
項
」
と
、「
掲
げ
る
欠
損
金
額
」
と
あ
る

の
は
「
掲
げ
る
欠
損
金
額
等
」
と
、
同
項
第
一
号
中

属
額
」
と
あ
る
の
は
「
欠
損
金
額
等
」
と
、「
前
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
条
第
一
項
」と
、

同
令
第
百
十
六
条
第
二
項
中
「
法
第
五
十
八
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五

十
八
条
第
一
項
」
と
、「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
八
条
第
二
項
」
と
、「
同
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
八
条
第

一
項
」
と
、
同
令
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
同

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
第
二

十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

法
第
五
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第

百
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行

令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、「
第
百
十
二
条
第

二
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
十
二
条
第

二
項
中
」
と
、「
未
処
理
欠
損
金
額
」と
あ
る
の
は「
法

第
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
未
処
理
欠
損
金
額

等
」
と
、「「
未
処
理
災
害
損
失
欠
損
金
額
」
と
あ
る

の
は「「
法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
未
処
理

災
害
損
失
欠
損
金
額
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第

五
十
七
条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施

行
令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
」
と
、「
欠
損
金

額
（
同
条
第
二
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
欠

損
金
額
及
び
個
別
欠
損
金
額
（
同
令
第
二
十
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十

七
条
第
二
項
又
は
第
五
項
」と
、「
生
じ
た
欠
損
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
生
じ
た
欠
損
金
額
及
び
個
別
欠
損
金

額
」
と
、「
同
条
第
二
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
同

令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
同
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
第
二
十
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
八
条

第
一
項
」
と
、「
欠
損
金
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
欠
損

金
額
又
は
個
別
欠
損
金
額
に
」
と
、「
生
じ
た
第
五
十

七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
生
じ
た
同
令
第
二
十

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

五
十
七
条
第
一
項
」
と
、「
）
に
」と
あ
る
の
は「
）
又

は
個
別
欠
損
金
額
に
」
と
、
同
令
第
百
十
六
条
の
三

第
一
号
中
「
同
項
に
規
定
す
る
個
別
欠
損
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額
」
と
、
同
令
第
百
十
七

条
の
二
第
一
号
中
「
同
項
に
規
定
す
る
個
別
欠
損
金

額
」
と
あ
る
の
は
「
個
別
欠
損
金
額
」
と
、
同
条
第

二
号
中
「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
（
」
と
あ
る
の
は

「
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
七
条
第
一
項（
」

と
、「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
」と
あ
る
の
は「
同

令
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
」
と
、
同
令
第

百
十
八
条
第
二
号
中
「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
第
二
十
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
七
条

第
一
項
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

˜�œ


		2010-03-30T15:06:28+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




